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年
頭
の
こ
と
ば

蓬
田
村
長

武
　
井
　
一
　
郎

村
民

の
皆
様
、

新
年

お
め
で

と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

顧

み
ま
す

と
、
昨

年
は
小

学
校
統
合

校
舎
建
築
、
広
瀬

地
区

農
業
構
造
改

善
事
業
と
本
村
と

し
て
は
大
事
業
を

実
施

い
む
し
た
の

f
- 
-
ｒ
≫
 
 
 
>£
>

関
係
各
位
の

ご
協

力
に
ょ

り
ま
し
て

両

事
業

共
に
計
画

通
り
順
調

に
進
行

し
て
居
り
ま
す
。

蓬
田
小
学
校
建
築
工

事
は
四

十
年
度

分

建
築

坪
数

五

六
七
坪
、
工
事
費

三
七
、
五
七
一
、
〇
〇
〇
円
で
あ
り

ま
す

が
こ
の
う
ち
昨
年
末
現
在

で
八

七
％
出
来
上
っ
て

お
り
、
三
月
末
日

ま

で

に
完
工
の
予
定
で
あ

り
ま
す
。

叉

広
瀬
地
区
農
業
構
造
改
善

事
業
は

四
十

年
度
事
業

費
三
七
、
五
四
五
、

○
○
○
円
で
昨
年

末
現
在
で

七
〇
％

の
出
来
上
り
で

ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
は
こ
れ
ら
両

事
業

の
完
成

と
、

広
瀬
農
構
事
業
の
緝
続
近
代

化
事
業

の
推
進
、
並
び

に
保
育
所
（

旧
蓬
田

癨
俘
杉
社
誉
の
一
部
ぐ
の
用
設
々
一日

定
し

て

お

り

ま
す

。

肯
保

育

所

開

設
の

事

に
つ

き

ま

し

て

は

近

く

具

体
的

な
説

明

会

を

開

催

す

る

つ

も

り

で

ご

ざ

い

ま
す

。

次

に

皆

鞣
待

望

の

国

民
健

康
保

険
の

給
付

率

改

善

は

一

月

一

日

よ

り

被
保

険
者

全

員

に

対

す

る
七

割

給
付

を
実

施

す

る
こ

と

に
な

り

ま

し

た

。

以
上

簡

単

で

す

が
村

の

現
況

と

今

後

の
計
一
因
を

申
し

上
げ

ま

し

た

。

本

年

も

よ

り
一

層

明

る
く

楽

し

い
餘

康

な

村

造

り

を

モ

ッ

ト

ー
に

職

員

一

同

と

共

に

専

心
努

力
す

る
つ

も

り

で

ご
ざ

い
ま

す

の

で

村

民

の
皆

様

の
摘

大

な

る
ご

協

力

を

お

願

い
致
し

ま
す

お
わ

り

に
皆

さ

ま
の

ご

健

康

と

ご

名

一
耳
４

心

力
６

幸
行

Ｉ

い
ｔ
い
し

ま

彳

。

新

し

い

年

を

迎
　

え
　

て

村

民

の
皆

さ
ん

新

年

お

め
で

と
う

ご

ざ

い

ま

す
。

あ

わ

た

だ
し

い
年

の
瀬

も

静

か
な

新

春

に
変

り

無

事

に

元

旦

を

迎

え

る
寤

が
出

来

て

何

と

か

く

身

も

心

も

清

め

ら

れ
た

気

持

で

す

年

の

は

じ

め
に

当

っ

て

今

年

こ

そ

は

最

良

の

年

で

あ

り

穴

い

と
思

い
次

の

事

を

の

べ
て

決

意

を
新

に
し

た

い

と

思

い
ま

す

。

昨

年

は

色

々
と

村

内

に

お

い

て

も

交

通

事
故

等
で

い

た

ま
し

い
犠

牲

者

を

出
し

又

盗

犯

等

も
一

発
生

し

誠

に
遺

憾

に
思

い
ま
す
。
今

年
は
昨
年

よ
り
一

層
の
御
協

力
を
得
て
こ
の
様

な
犯
罪

９
事
故
を

な
く
し
ち
い

と
思

い
ま
す

先

づ
交
通
事
故
防
止

に
っ

い
て
は

倒
交
通
の
は
げ
し
い
道
路
で

ス
キ
ー

ス
ケ
ー
ト
、
そ
り
遊
び
を
し
た
り

自
動
車
や
そ
り
等
の
後
に
っ
か
ま

っ
て
遊
ば
な
い
こ
と
。

閙
人
家

や
物

か
げ

か
ら
逍
路
に
飛

び

出
さ
な
い
こ
と
。

閾
道
路
を
横

切
る
時
は
必
ず
左
右
を

よ
く
み
て
か
ら
通

る
こ
と
。

㈲
踏
切
で

は
必

ず

Ｉ
旦
停
っ
て

左
右

の
安
全
を
確

め
て

か
ら
通

る
こ
と

咄
酒
を
の

ん
だ
ら
車
を
運
転

し
な

い

㈲
。（

イ
ク
に
乗

ゐ
時
は
ヘ

ル

メ
ッ

ト

を
か

ぷ
る
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。

閇
無
免
許
運
転
は
絶
対
に
し

な
い
禀

倒
屋

根
雪
や
な
だ

れ
の
危
険

な
と

こ

ろ
で

は
遊

ば
な
い
こ

と
。

閲
交
通
信
号
機
の
あ

る
と
こ
ろ
で
は

信
号

が
青
に
な
っ
て

か
ら
通

る
事
」

㈲
自
転

車
の
二
人
乗
り
や
無
灯
火
は

や
ら

な
い
こ
と

。

防

犯

に

つ

い

て

は

田

夜
寝

る
前
又

は
外
出
す

る
時

は
戸

締
を
厳
重
に
し
て

お
く
こ

と
。

閙
夜
自
転
車
。
バ
イ
ク
、
洗
濯
物
は

必
ず
家
の
中
に
入

れ
て
お

く
こ
と

㈲

夜
は
部
屋
の
中
を
暗
く
し
て
外
を

明

る
く
し
て

お
く
こ

と
。

困
土
蔵

や
板
倉

の
鍵

は
今
一
度
確
め

圓
村

を
明

る
く
す

る
街
灯

や
防
犯
灯

を
設
置
し

ま
し
よ
う
。

圓
酒
は
ほ
ど
ほ

ど
に
飲
み
酒
の
上
で

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

し
ま
し
よ

う
。

以
上
申
し
上
げ
村
民
各
位
の
御

多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す

蓬
田
警
察
官
駐
在
所

工

藤

信

吉

電

話

三
六

番
・

明

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

本
年
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く

さ
て
昨

年
に
お
い
て
世
相
の
推
移

に
伴

う
警
察
事
象

と
し
て
い
ろ

い
ろ

な
問
題

が
あ
り
ま
し

た
。

・
こ
れ
ら
諸
問
題

を
解
決
し

、
公
共
の

安
全
と
法
秩
序
へ
の
信
頼
感
を
確
保

す
べ
き
に
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
が

必
ら
ず
し
も
充
分

と
は
云

え
が
た
い

一
現
状
で

あ
り
ま
す
。

国
内

に
お
け
る
法
秩
序
の
確

立
と
い

う
点

か
ら
み
ま
す
と
ま
ず
近
年

の
自

動

車
と
そ
の
交
通
量
の
急
激
な
増
大

と
道

路
の
安
全
施
設
、
交
通
道
徳

と

の
間

の
ア
ｙ

．ｒ
フ
ン
ス
と
い
う
困

鞋

な
条
件
の
も
と
で
交
通
秩
序
を
確
立

し
交
通
事
故
防
止
す
る
こ
と
お
よ
び

民

主
的
秩

序
に
対
す
る
直
接

的
な
脅

威
で
あ
る
暴
力
か
ら
健
全
な
社

会
生

活
を
守
る
と
い
う
こ

と
、
大
き
く
う

か
び
上
っ

て
く

る
の
で
あ

り
従
っ
て

警
察
も
こ
れ
ら
暴
力
事
犯

の
追
放

、

交
通
事
故
防
止

を
重
点
目
標

と
し
て

取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

今
後
は
さ
ら
に
こ
れ
を
強
く
推
進
し

持

続
的
し
か

も
長
期
的
に
対
決
し
一

一
　ＳＩ

‘`
　・

一日
も
早
ぐ
こ
の
種
犯
罪

を
な
く
し
て

明

る
い
町
村
っ
く
り
に
努
力
す
る
偃

悟
で
あ
り
ま
す
か
ら
よ
ろ
し
く
ぉ
協

力
の
程

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

最
後

に
馬
年
で
た
て

が
み
に
吹
く
風

を
切
っ
て
快
走
す

る
骸
馬
の
如
く
た

く

ま
し

い
姿

、
そ
れ
に

似
て
幸
多
淞

一
年
で
あ

る
こ

と
を
念

じ
て

い
ま
す

。

蟹
田

警

察

署

長

米

塚

常

三

郎

蓬
　
田
　
村
　
史

大

構

た

る

目

次

完

成

製
　
　
本
　
　
近
　
　

し

か
ね
て
編

さ
ん
委

に
よ
っ
て

調
杳

研
究
中
の
郷
土
史
も
い
よ
い
よ
大
詰

め
を
迎
え
、
今
回
目
次
発

表
の
段
階

に
至
り
ｉ
し

た
Ｑ

い
よ
い
よ
四
十
一
年
度
に
は
製
本
か

目
指
し
考
究
中
で
す

。
な
に
せ
古
キ

を
訪
ね
新
ら
し
き
を
知
ら
れ
ば
な
ら

や
容
易
の
業

で
は
な
い
が
極
力
そ
の

完
成
に
向
っ
て
努
力
中
で

す
。

（

事
務
局
長
　
豊
　

水
）

蓬

田

村

史

目
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節
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節
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節
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右
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五
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六
　
阿
弥
陀
川
の
碑
文

七
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光
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第
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教
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第
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右
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二
　

森
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門
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碑
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第

二

節
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学

校
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第

三
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蓬

田
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学
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第

四

節
　

恩

師
　

松

山

外

・
…

校

長

の

碑

第
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章
　

蓬
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公

民

館

第

十

章
　

官
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庁

第

一
節
　

蓬

田
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場
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代

村

長
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代

助

役
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三
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代

収

入

役
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村

会

議

員

第

二

節
　

蓬

田

郵

便

局

第

十

一

章
　

農
　
　

業

第

一

節
　

蓬

田

の

農

業

一
　

農

業

の

現

況

二
　

生

ｉ

技

術

三
　

指
導
機
関

並
各
種
団
体

日
　

指
導
機
関

印
　

蓬
田
村
農
会

㈲
　

蓬
田
村
農
業
会

网
　

蓬
田
村

農
業
委
員
会

㈲
蓬

田
村

農
業
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同
組
合

口
　

各
種
団
体

碵
　

改
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組
合

㈲
　

農
事
実
行
組
合
　
　
・

目
　

そ
の
他

の
諸
団
体

的
　
実
行

組
合

㈲
　

信
用
購
売
組
合

第
十
二
章
　
村
　
　
　

妝
　
　
　
　

］

第
十
三
章
　

漁
　
　
　

業

第
一
節
　

蓬
田
村
漁
業

第
二
節
　

蓬
田
村
漁
業
協
同
組
合

第
十
四
章
　

商
　

工
　

業

第
　
一

節
　
商
　
　
　

業

第
　
二

節
　
工
　
　
　

業

第
十
五
章
　

各
種
団
体

第
　
一

節
　
蓬

田
村
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団

第
　

二
節
　
蓬
田
村

処
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会

第
　

三
節
　
蓬
田

村
婦
人

会

第
十
六
章
　

年
中
行
事

第
十
七
章
　

天
災
、
地
変

第
十
八
章
　

消
　
　
　

防

第
十
九
章
　
名

所
、
旧
跡

第
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節
　

玉
　
松
　

台

第
　

二
節
　

傘
　
　

松

第
　

三
節
　

阿
弥
陀
川

第
　

四
節
　

大
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城
跡

第
　

五
節
　

股
　
　
　

松

第
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十
章
　

美
　
　
　

談

一
　

中
沢
の
角
力
の
話

二
　

消
防
殉
死
　

青
木
丑
太
郎

三
　

貞
婦
　

坂
本
よ
し

四
　

教
育
者
　

齊
藤
仲
庵

五
　

中
村
長
作
翁
の
美
談

六
　

友
の
た
め
軍
夫
に
い
く
鳴
海

三
次
郎

七
　

篤
農
家
　

坂
本
万

太
郎

八
　

篤
行
者
　

佐

々
木
鶴
之
助

九
　

三
上
長
順

十
　

坂
本
種
市

十
一
　

佐
藤
琢

法

十
二
　

現
村
長
の
家

国
民
参
政
七
五

国
民
普
選
四
〇

婦
人
参
政
二
〇

周
年
記
念
全
国

式
典
に
参
加
し
て

十
月
十
五
日
東
京
日
本
武
道
館
に
お
い
て

こ

れ
に
参
席
す

る
れ
め
、
先

に
議

会
の
了
承

を
得
て
、
村
長
以
下
六
名

（
議

長
、
選
管
委
員
長
、
事
務
局
長

選
管
委

）

十
月
十
四

日
十
五
時
青
森
を
発
つ

む

翌

十
五
日
上
野
に
つ
き
人
通
り
未
だ

ま
ば
ら
な
靖
国

神
社

に
足
を
運

ん
だ

朝

の
す

が
す
が
し

い
靖
国

の
森

は
や

つ
と
明

け
た
如

く
、
永
久

の
社

に
・あ

・
る
幾
十
万

の
霊

は
今
だ
覚

め
得
な
い

よ
う
で
あ
っ
ち
。

台
風
二
十
四
～
二
十
五
号
で

並
木
の

銀
杏
の
葉

も
青
森
よ
り
一
足
先
に
散

り
果
て
て

い
る
の
も
印
象
的
で
あ
っ

た
。

八

時
三
〇
分
開
場

、
参
列
者

は
長
蛇

の
如

く
入
場
し
た
。

会

場
は
日
本
建
築

の
粋
を
結
集
し
造

ら
れ
た
も
の

だ
け
に
、
豪
壮
の
一
言

に
っ

き
る
も
の

が
あ
る
。

か
つ
て
東
京

オ
リ
ン
ピ
ソ
ク
柔
道
大

会
に
お
い
て
、
日
本
の
神
永
選
手

が

ヘ
ー

シ
ン
ク
選
手
に
破
れ

た
あ
の
一

瞬
を
思

い
出

せ
ず
に
は
お
ら
れ

な
か

っ
た
。

二

〇
月
二
九
日
開
式
、
両

陛
下

臨
席

佐
藤

総
理
、
船
田
衆
院
議
長
、
横

田

最
高
裁

長
、
東
京
都
知
事
。
祝
辞
、

功
労
者
表
彰

、
陛
下

の
こ
と
ば
、
閉

式

と
な
り
壮
厳
の

う
ち
に
式
の
如

く
式
を
閉
じ
た
。

成
人

た
る
国
民
の
た

れ
し
も

が
参
政

の
権

利
、
義

勸
が
あ

る
限
り
、
国
民

の
一

人
一

人
が
政
治

に
参

与
し
て

い

る
誇

り
を
も
っ
て
、
政
治

を
よ
く
す

る
も
悪
く
す
る
も
我

々
国
民

の
自
覚

に
外
な
ら

な
い
と
感
じ
た
。

我

々
一
行
は
簿
い
予

算
の
た
め
最
短

距
離
で
帰
郷
し
た
。

（

復
命
書
に
替
え
る
　

豊
水
）

【
写
真
９
日
本
武
道
館
で
の
式
典
】

村
　
民
　
の
　
皆
　
様

新
し
い
年
を
迎
え
心
か
ら

お
慶

び

申

し
上

げ

ま
す

昭

和
四

十
一

年
元

旦

蓬
　
　
　
　

田
　
　
　
　

村

蓬

田

村

議

会

議

員

蓬

田

村

教

育

委

員

会

蓬

田

村

長

業

委

員

会

蓬

田

村

民

生

委

員

会

蓬
田

村

国
保
運
営

委
員
会

蓬

田

村

農

業

協

同

組
ぎ

蓬
田

村

漁

業

協

同

組
合

蓬
　
田
　
村
　
消
　
防
　
団

蓬

田

村

青

年

協

議

会

蓬
　
田
　
村
　
婦
　
人
　
会

蓬
田
村
公
民
館
運
営
委
員
会
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（

ワ
イ
の
旅
か
ら
（
第
五
信
)

清
　
　
水
　
　
專
　
　
造

こ

れ
ま
で
四
回

に
わ
た
り
一
通
り

書
ぎ
ま
し

た
が
、
旅
行
好
き

な
人
は

読
ん
で
お
り
、
ま
だ
書
き

ま
す

か
と

尋
れ
る
人

も
数

多
く
、
叉

ペ
ン
を
と

っ

だ
次
第
で
す
。

私
は
十
日

。間
滞
在
（

ワ
イ
洲
鳥
か
ら

島
々
に
飛

び
色

々
と
見
た
り
聞
い
た

り
し
た
こ
と
は
み
ん
な
珍
ら
し
い
も

の
ば
か
り
で
日
記
の
整

理
に
苦
労
し

た
Ｑ○

日

系

人

の

活

躍

（

ワ
イ
で

は
誰
し

も
感
じ
る
の
は

日
本
人

は
目

立
っ

て
活
躍

す
る
こ
と

で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
下
院

に
井
上
健
氏

が
選
出
さ
れ
て

い
る

。

‘（

ワ
イ

洲
の
議
会

に
は
上
院
二
十
五

名

中
一
四
名
、
下

院
は
五
十
一

名
中

二
十
二
名
も
日
系
議
員
に
選
出
し
、

最

高
裁
判
長
、
洲
検

事
総
長
は
日
系

人
で
あ

る
。

実

に
目
ざ

ま
し
い
も
の
が
あ

る
。

又

市
議
会
議
員

も
相
当
選
出

さ
れ
、

活
躍
し
て

い
る
。

日
本
人
の
職

員
は
自
由
業
、
商

業
、

農
業
、
畜

産
業

、
水
産
業
、
土
木
建

築

、
労
務
者
、
会
社
員
な
ど
多
岐
に

わ
た
づ

て
い
る
。

そ
れ
も
被
使
用
者
で

大
部
分

が
監
督

的
立
場
に
あ
る
。

概
し
て
中
小

ク
ラ
ス
で

、
勤
勉

さ
と

教

養
の
高
い
点

は
、
白
人

に
伍
し
て

着
実

に
地

位
を
築

い
て
レ

る
。

又
（

ワ
イ
洲
全
島
に
弁
護

士
四
〇
〇

名
中
一
一
四
名

、
医

師
九
〇
〇
名
中

二

〇
〇
名

、
公
立
学
校
の
教
職
員
の

三

分
の
一
が
日
系
で
あ
る
。

経

済
界
は
戦
後
相
次

い
で

中
央
大
平

洋
銀
行
。
住
友
銀
行
、
三
井
銀
行
、

三

菱
銀
行

が
普
通
提
携

の
形
で
進
出

野
村
、
山
一
、
日
興

、
各

証
券
会
社

も

ホ
ノ
ル
ル
に
店

を
も
ち
年
年
経
済

界
と
絡
び
つ
き
、
密
接
に
な
つ
て
い

Ｏ

ホ
ノ
ル
ル
市

（

ワ
イ

洲
の
首
都
で
（

ワ
イ
旅
行

の
中
心
地

で
あ
’る

。

オ
ア
フ
島
の
南
岸
中
央
よ
り
東
寄
の

平
地
に
あ
り
、

市
街
か
ら
山
手
傾
斜

圸
に
広
か
つ
て

い
る
。

最
近

日
本
で

は
テ
レ

ビ
映
画
、
放
洪

新
聞
、
雑
誌
な
ど
に
よ
り
紹
介
さ
れ

る
こ

と
が
多
い
の
で
、
ホ
ノ
ル
ル
の

風
景
は

か
な
り
な
じ
ま
れ
て

い
る
。

実
際
訪
れ
て
み

る
と
意

外
に
近
代
的

な
都
市
に
は
驚
い
た
。

市
の
繁
華
街
は
五
階
以
上
の

ビ
ル
が

巡
り
、
主
要
逍
路
は
六
車
線
の
（

イ

ウ
ェ
イ
で
あ
り
、
市
の
北
に
そ

び
え

る
コ
オ
ラ

ウ
山
脈
の
山
裾
に
当

る
。

犒
斜
地
に
は
、
か

な
り
の
高
台
ま
で

Ｅ
Ｓ
恚
ｉ
太

が
コ

ｒ
一
人
祁
会
り
貫
彖

は
充

分
で

あ
る
。

こ
の
感
じ
は
空
港

に
下
り

た
と
き
は

り
か
ら
な
い
。

堅
港
か
ら
車

に
の
り
、
市
中
に
入

り

ホ
テ
ル
に
落
月

い
て

高
台
か
ら
見

滌

す
と
き
初
め
て
ホ
ノ
ル
ル
の
大
き

さ

近
代
感

が
身
に
迫
る
も

の
が
あ
る
。

日
本
の
都
会
の
よ
う
に
ヤ
ヤ
コ
ス
ぐ

な
い
し
家

が
混
み
道
に
は
車
が
あ

ふ

れ

マ
ヒ
状
態
に
な
っ
て

い
る
日
本

の

情
景

と
は
く
ら
べ
も
の
に
は
な
ら

か

い
静
け
さ
が
あ
る
。

繁
華
街
で

も
ビ
ル
の
谷

間
に
は
広
い

緑
地

が
あ
り

亘
大
な
ぞ
し
の
並
木

が

道
を
装

い
住
宅
地

は
家
毎
に
ゆ
っ
た

り
と
し
た
芝
生
の
庭
を
も
っ
て

、
家

並
は
ま

ば
ら
で
ど
こ

と
な
く
落
付

淞

を
み

せ
て
お
る
。

土
一
升
に

金
一
升
で
あ
る
は

づ
の
世

界
観
光
地

ワ
イ

キ
キ
通
り
の
地
価
は

日
本
円
で
坪

五
〇
万
円

と
き
い
て
い

る
Ｑ

日
本
の
銀
座
四
丁
目
辺
り
で

坪
一

、

〇
〇
〇
万

円
に
く
ら
べ
て
あ
ま
り
に

差
の
大
き
い
の
に
驚
い
た
。

亘
大
近
代
化
の

ホ
ノ
ル
ル
に
、

ま
だ

ゆ
っ

た
り
と
し

た
土
地

炉
残
っ
て

い

る
。○

ワ
イ
キ
キ
海
岸

浜
辺
で

は
一
般
的

な
注
意

は
直
射

日
光

が
非
常
に
強
烈
で
あ

る
か
ら

、

日
焼
に
気
を
つ
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

常
夏
の

国
だ
か
ら
と
軽
く

考
え

て
い

る
と
火

傷
の
よ
う
な
た
だ
れ
が
出
来

旅
行

に
先
立
ち
ク
リ

ー
ム
の

Ｉ
ピ

ン

位
の
準
備

は
必
要
で

あ
る
。

（

ワ
イ
で
買
う

と
、
一
個一
二
一
〇
～

二
〇
〇

ド
ル
も
す

る
。

一
最
初
か
ら
弃
す
じ
、
顔
、
肩
。
腕
介

・
ど
に
厚
目
に
塗
っ
て
お
く

と
焼
け
〃

い
。

－
浜
辺

は
砂

が
熱
く
、
（

キ
モ
ノ
な
Ｉ

で
は

歩
け
な

い
。

ゴ

ム
ソ

ー
ジ
は
一
番
よ
く
日
光
浴
に

一
は
日
本

製
の
ゴ
ザ
を
。
よ
く
用
い
ず

い
る
。

○

郵
　
　

便

外
国
の
旅
先
か
ら
親

ゼ
き
友
人
に

便
り
を
出
す
の
は
海
外
旅
行
の
楽
Ｌ

み
の
一
つ
で
あ
る
。

要
領
を
知
ら
ぬ
と
ま
ご
っ
く
こ
と
私

あ

る
。

地
理
不
案

内
の
外
国
で

郵
便
局
を
探

す
の
に
も
大
変
な
苦
労
す
る
。

切
手
は
普
通
ホ
テ

ル
の
売
店

に
も
あ

る
自
動
販
売
機
で
買

う
。

郵
便
局
で

苡
う
よ
り

二
割
の
手
数
料

を
と
ら
れ
こ
。
投
函

は
ホ
テ
ル
な
ら

フ
ロ

ン
ト
に
頼
め
ば
よ
い
。

便
り
す
ゐ
に
楽
し

い
反
面
、
苦
労
も

あ
り
ま
す
。

ゞ
○
（

ワ

イ

の

大

晦

日

（

年
中
行
事

の

Ｉ
ツ
）

日
本
の
ｍ
月
は

真
冬
で
余

夜
の
鐘
一 ’

を

き

き

つ

つ

新

し

い

年

を

迎

え

る

わ

ｔ
け

で

あ

る

が

、

こ

れ

に

反

し

て

ア

チ

ラ

は

夏

の

夜

で

中

国

風

の

花

火

爆

竹

」
が

は

で

に

打

ち

上

げ

ら

れ

、

街

中

は

花

火

の

音

で

さ

な

が

ら

戦

争

の

よ

う

一

之

騒

ぎ

で

旅

行

者

を

驚

か

す

。

、
ホ

ノ

ル

ル

の

ア

ラ

ワ

イ

運

河

の

畔

か

ら

み

る

と

花

火

は

河

の

水

に

映

り

、

す

ば

ら

し

い

彖

で

あ

る

。

私

た

ち

の

行

つ

だ

の

は

二

月

五

日

で

・’
常

夏

の

平

均

温

度

は

毎

日

三

四

度

で

一
あ

る

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐‐

゛

○

宗
　
　

教

キ

リ

ス

ト

教

は

庄

倒

的

に

多

い

が

一
日

系

人

に

は

仏

教

神

道

信

者

は

少

く

な

い

。

ホ

ノ

ル

ル

に

は

浄

土
　

曹

洞

、

真

宗

西

本

願

寺

。

東

本

願

寺

、

日

連

、

真

言

計

二

七

ケ

寺

が

あ

り

、

他

の

島

々

に

は

寺

院

、

神

社

は

多

い

。

（

ワ

イ

の

日

本

領

事

官

前

に

も

曹

洞

宗

の

寺

が

あ

る

。

Ｏ

メ

ネ

フ

ネ

伝

説

養

魚

地

リ

フ

ュ

か

ら

三

鈿

ア

ラ

コ

コ

養

魚

地

が

あ

る

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐‐‐

そ

こ

に

つ

い

た

の

は

日

暮

れ

で

説

明

ｙ
を
き

い
て
い

る
う
ち
に
暗
く
力
っ
み

’
プ
レ
イ
河
口
近
く
細
長
く
岩

を
並
べ

‥
川
を
区

切
り
大
き
な
池
は
そ

れ
で

あ

］
る
Ｑ

ｙ
先
住
民
の

メ
ネ

フ
ネ
（
小
人

）
が
梍

っ

た
と
云

わ
れ
る
。

伝
説

に
よ
る
と

メ
ネ

フ
ネ

は
昼
は
眤

り
夜
働
き

そ
の
姿
は
み
え

な
い
の
に

仕
事
を
命
じ

た
王
女

と
王
子

が
彼
等

の
働
く
姿

を
垣
間

か
ら
見

た
。

そ
の

た
め
二
ぺ
は
、
石

柱
に
さ
れ
、

仕
事
は
中
途
で

や
め
た
と
云
わ
れ
、

そ
の
石
柱
二
本
は
。
今
で

も
残
っ
て

い
る
。

岩
を
並
べ
て

、
区
切
っ

た
と
こ
ろ
の

一

方
は
塩
水
で
一
方
は
淡
水
で
海

と

川
の
魚
を
養
魚
し
て
い

る
こ
と
で

、

有
名
で
あ

る
。

空
路
で
東
京

か
ら

ホ
ノ
ル
ル

ま
で

、

ジ
ェ

ッ
ト
機
で

六
時
間

半
、
ホ
ノ
ル

ル

か
ら
東
京
へ
は

貿
易

風
の
関
係
で

二
時
間
も

多
く

か
か
る
。

日
本
航
空

を
初
め

パ
ン
ア

メ
リ
カ
ソ

Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｃ
の
空
路
か
ら

ホ
ノ
ル
ル
中

継
と
し
て
米
本
土

と
日
本
を
結

ん
で

い
る
。

大
　
舘
　
城
　
跡

は

る

か

大

倉

の

据

な

る

大

舘

歴
史
は
い
く
と
せ
く
り
返
し
つ
つ

老

松

地

根

の

こ

け

む

し

に

い

に

し

の

面

影

し

の

ば

れ

ん

往

時

の

か

た

ち

は

変

れ

ど

も

’

静

け

き

林

大

舘

し

ろ

の

あ

と

（
一
九
六
六
、
一
、
一
　
　
　
豊
　
　
水
）

【
写
真
＝
大

舘

城

跡
一

蓬

田

村

女

子

青

年

建

設

班

開

設

十

二

月

一

日

開

講

第
五

回
女
子
青
年
建
設
班
は
十

二

月

一
日
十
一
時
（

旧
蓬
小
）
女
子
青

年
建
設
班
教
室

に
お
い
て
開
講
式
を

行
な
っ

た
。

漲
小
も
統
合

に
よ
り
新
校
舎
に
移
っ

穴
の
で
独
立
教
室
の
か
た
ち
と
な

ｆ

だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

』

班
員
も
昨
年

よ
り
上
廻
り
当
初
四

士
一
五
名

を

数

へ

、

講

師
　

和
裁
　

名

古

‥
屋
そ

よ

先

生
　
　

洋

裁

・
あ

み

も

の
　

越

田

恵

津

子

先

生

あ

み

も
の

教

室

は

二

階

か

ら
下

の

力

に

移

り

探

光

も

よ

く

班
員

に

喜

ば

れ

て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

高

根

の
班

員

は
交

通

難

か
ら

一

室
１

借

り

寄

宿
し

勉

強

し

て

い

る

。

国
　
民
　
健
　
康
　
保
　
険

七
　
割
　
給
　
付
　
実
　
施

一
　
昭
和
四
十
一
年
一
月
一

日
よ
り
．

覆

保
険
者
全
員
に
対
し

て
七

割
給
付

一
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
か

ら
一

月
一
日

よ
り
診
療
を
受
け
る
方

は
昭
和
四
十
一
年
一
月
一

日
交
付

の
一
国
民
健
康
保
険
者
証
を
医
療
機
関
に

提

示
し
て
診
療

を
受

け
て
下

さ
い
。

爾
今
１
で

の
保
険
者

証
は
連
絡
員

に

お
返
し
下

さ
い
。国

民
建

策
呆
洽
］系

蓬
田
村
教
育
水
準

向
上
対
策
協
議
会

結

成

総
会

開
か

れ

る

’
　
去

る
十
一一
月
十
三
日
家
庭
と
学

校

と
地
域
社
会
と
が
教
育
の
責
任
を
分

ち
あ
い
、
他
児
、
児
童
、
生

徒
、
青

少
年
を
健
き
に
育
て

る
と
と
も

に
、

成
人
の
教
菱
を

高
め
る
た
め
、
互
い

に
協
力
し

、
地
域
ぐ

る
み
の
活
動
を

と
お
し
て
蓬
田
村

の
教
育
水
準
を
高

め
る
と
い
５
こ

と
を
目
的
に
蓬

田
中

学
校
講
堂
に
於
て
午
前
九
時
三
十
分

‘
よ
り
開
か
れ
た
。

。
名
古
。屋
校

具
先
生

よ
り
開
会
の
言
葉

清

水
（
村
会
議

長
）
準
浦
委
石

長
の
Ｉ

゛
あ
い
さ
つ
、・
教
育
長
経
過
報
告
、
こ

・
の
中
学
校
二
集

ま
っ

靫
村
民
約
二
百

。
余
名
ヽ

主
心

者
あ
い
さ
っ
と
し
て

、

（
東
青

教
育
冰
務
所
丹
内
正
一
所

長

県
社
会
教
育
課
長
補
佐
そ
れ
か
ら
村

教
育
委
員
長
坂
本
甚
吾

、
村
長

祝
辞

類
地
校
長
鼻
生

よ
り
村

外
参
会
者
紹

介

を
行
い
日
程
の
説
明

を
終
え
事
例

発
表
へ
と
式
は
迴
ん
だ
。

学
校
代
表
軾
地
校
長

よ
り
学
校
教
育

に
つ
い
て
、
家
庭
教
育
代

表
と
し
て

二
唐
美
代
子
は

家
庭
学
級
の
内
容

、

間
題
点
に
っ
い
て
　

青
年
団
体
代
表
一

と
し
て

坂
本
重
彦
、
青
年
団
体
活
動

に
対
す

る
問
題
点
・

大
人
に
対
す

る
Ｉ

青
年
の

孝
受
方
、
ま
た
嘔

ぺ
鳬
代
表

と
し
て

坂
本

清
江
は
子
供
の
遊

び
の

施
設

、
子
供
に
対
す
る
親
と
し
て
の

考
え
方
を
主
張
し
、
最

後
に
Ｐ
Ｔ
Ａ

代
表

と
し
て
山
口
与

八

が
発
表
し
た

家
庭
、
学
校
、
社
会

が
一
体

と
な
つ

て
健
全
な
子

ど
も
を
つ
く
る
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
研
を

主

題
の
提
示

、
坂
本
公

民
館
長

の
司

会
で
全
体
協
議

を
行

な
っ

た
。

一
家
庭
学
級
と
同
じ
様

に
父

親
学
級
を

作
っ
て
ほ
し

い
な
ど
い
ろ
ん
な
事

が

協
議

さ
れ
た
。

組
織
の
提
示
、
そ
し
て
休
け

い

’
昼

食
）
に
入
っ
た
。

午
後

か
ら
は
会
則
の
審
議
等
を
行

い

午
後
二
時
盛
会

の
う
ち
に
、
蓬
田
村

教
育
水
準

向
上
会
議
は
結

成
さ
れ

た

四
十
一
年
度

成
　
人
　
式

一
月
十
五
日
女
子
青
年

建
設
班
教
室
で

行
う

八

七

名
　（
男
四
七
名
　
女
四
〇
名
）

今

年
我

が
村

の

成

人

は

八

七

名

や

例
年

通
り

一

月

十

五

日

（

旧

蓬

小

）

女
子

青

年

建

設

班

教

室

で

行

う

こ

冫

に

な
っ

む

。

一
応

名

簿

揚

載

す

る

が
更

に

各

個
人

に
案

内

状

を

以

て

通

知

を

出

す

こ

亠

に
な

っ

て
い

る

。

若
し

知
人

等
で

名

簿

漏

れ

が

あ
り

仝

し
た

ら

至
急

公

民

館

事
敍

局

宛

鑪

絡

り
さ

い
。
二

・
　
　
　
　
　
　

で

唱
和

四

十
年

度
成

人

式

名

簿

へ
昭
言

、
一
、一
六
～

三

、
一
、
三

）

氏
　
　
　

名
　

生
年

月

日
　

保
護

者

中
　
　

沢

若

佐

秀

雄

言

、
（

、一（
　

又
　

七

吉

田

エ

ミ
　

言

、
七
、
三（

繁

雄

吉

田

信

男
　

言

、一
う
一
四

喜

兵

衛

山

口

義

正
　

言

、
≒

Ξ

岩

城

高

松

梅

子

言

、
四
、
｀
　
タ
　

キ

長
　
　

科

ふ

鹿

一

男
　

言

、
气

Ξ
　

丑
太

郎

松

本

忠

麿

言

、
（

、
孟

松

雄

万

鹿

秀

敏

一
石
、
二

、
一
　
重
　

樹

下

山

輝

子

）
ど
、
九
、二
四

嘉

三
郎

工

藤

百

合
子
　

言

、
四
、一
画
　

石
　

松

｛

松

本

寛

治
　

言

、

さ

一
九
　
長

五
郎

．
阿

保

幸

一
　

言

、

七
、
六
　
忠
　

一

”
藤

本

栄

子
　

一
乙
、
Ξ
、
一
　
＆・
｀
　
呶

阿
弥

陀

川

‥
八

戸

光

弘
　

言

、
气
一
西
　

善
　

政

川

内

英

子
　

言

、
一
、
二
七
　
多

兵

エ

｛

倉

谷
　

登
　

言

、
七
、一
三
　

平
（

齦

一
青

木

光

義

言

、
九
、一
８

光

雄

孟
月

木

光

敏
　
一
二
、
一
．
Ξ

玄

笛

八

戸

国

夫
　

言

、
气

后
　

正

実

八

戸

年

美
　

言

、
一
、
孟
　

藤

松

八

戸

ふ

み
ゑ
　

言

、
二
、一
三
　

す
　

乃

・
青

木

京

子

言

、
『

三

あ

兪

川

内

俊

成
　
一
石
、
气

九
多

賀

太
郎

川

内

い

子

言

、
『

天
　

キ
　

サ

鈴

木

勝

市

桜
　

言

、
气

（
　

松

太

郎

小

笠

原

良

一
　

言

、
七
、二（
　

喜
　

一

青

木
百

合
子
　

呑

、
一二

九
　
豊
　

作

小
松

ナ
ツ

子
　

言

、
『

言
　

門

三

郎

村

上

富

弘
　
一
石
、
石
、
五
　
彌

五

郎

穂

波
　

宏

言

、
一
ご
一（
　

ふ
　

さ

細

谷
　

剛

言

、
（

、
二
六

与

三
郎

木

村

範

子

言

、
九
、
七

粕

蔵

工

藤

三

男
　

言

、
Ξ

、
七
　
政

太

郎

鈴

木

昭

子
　

二『

二

、
元
　

留

太

郎

中

村

光

子
　

言

、

九
、
（
　

妝

五

郎

田

中

茂

木

言

、
六
、

七

柾

雄

細

谷

鉄

六
　

言

、
『

一
一
　
友

次

泉
　

ま

ち
ゑ
　

言

、
四
、
一
七
　
欣
　

弥

角

山

利

行

Ξ

、
一
、

ブ

勇
　

八

小
松

ヒ

ル

ノ
　
一
石
、
四
、
⊇
　

キ
　

ヌ

木

間

節

子

言

匸

、
言

与

三

郎

武

井

昭

夫

告

、
元

亅
瞽
：
清
　

正

一
郷
　
　

沢
　
　
　

丿

一
五
十

嵐

幸

子
　

言

、一
〇
、
（
　

由
太

郎

高

田

玲

子
　

言

、
九
、
七
　
金
次

郎

大

宮

義

正

言

、
四
、
一
　
柾

蔵

高

田

笑

美
子
　

言

、
一
、一
乙
　

利

三

郎
一
祖

井

一

勇
　

言

、
七
、
一
　
岩
　

蔵

高

田

利

典
　
一
ぢ
、
六
、
旦
　

利

四

郎

ゝ
工
藤

ト

シ
エ
　

言

、｛

、
无
　

義
　

鯲

福

井

一

春

言

、
一
、一
５

寅

次

郎

‥
畠

山

ゆ

り

子
　
一
ぢ
、
＝
、
七
　
富

太

郎

瀬

辺

地

｝
田

中

照

子
　

言

、
一
、一
霏
　

卯

之
松

一
越

田

文

子

言

、
六
、一
四

福

松

一
木

村

昭

子
　

言

、
四
、一
三
　

丘［
次

雛

］
伊

予

郡

良
光
　

言

、
七
、
四
　
良
　

政

苗

中

昭

一
　

三

、
一
、
（

兼

松

成

田

英

子
　

言

、
一『

言
　

卯

之

助

・
越

田

美

和
　
一
乙
、
二
、
Ｗ
　

助
太

郎

山

舘

代

智
子
　

言

、
四
、
呆
　

喜

一
郎

木

村

博

明
　

言

、
气

品
　

達
　

雄

太

田

俊

雄
　

言

、

气
二
三
　
武

四

郎

木

村

茂

子
　
一
石
、
七
、
二
六
　
円

次

良

山

舘
　

建

言

、
气

六
　

清

大
坂

キ

サ
子
　

言

、
言
、
Ξ
　

武
　

雄

川

崎

ユ
キ

エ
　

言

、
（

、
三
　

建
　

志

木

戸

文

子

言

、
气

六
　

武

柿

崎

芳

四

郎
　

言

、
乙
、

四
　
貞

次

郎

柿

崎

類

子

言

、

四
、
九
　
喜

代

作

久

慈

忠

良
　

言

、
一コ

ー四
　
兵

之

助

・
田
中

美

智

雄
　

三

、
一
、
四
　
重
　

助

久

慈

寿

穂

言

、
六
、一
毛

寿

吉

久

慈

光

雄

言

、
四
、
一一一

倉
　

雄

太

田

美

保
子
　

Ξ

、

｝
、
（
　

勝
太

郎

柿

崎

重

子

言

、
四
、一
七

与

三

郎

成

田

久

子
　

言

、
气
一
七

与

治

郎

木

浪
　

登
　

言

、
古

、
叉
　

ナ
　

サ

ハ

幡

光

春

言

、
四
、
三
　

喜
　

雄

稲

葉
江

美

予

。
言

、
『

七
　
幸

次

郎

八

幡

博

子
　

言

、
（

、
Ｗ

樫

太

郎

久

。慈

妙

子

言

、
七
、
七

滝

雄

津

島

幸

子

森
　
　
　

諭

森
　

勝

繁

結

婚

簡

素

化

第
二
回

披

露

宴

開

く
（
下
山
嘉
幸
君
）

因
襲
を
打
破
し
、
会
員
制
を
と
る
。

中
沢
公
民
館
に
お
い
て

去

る
十
二
月
十
七
日
前
連
青
団

長

下
山
嘉
幸
君
の
結
婚
披

露
宴
を
青
年

た
ち
の
于

に
よ
っ
て
会
員
制
を
と
り

当
日
一
〇
〇

名
の
賛

同
者
を
得

て
、

盛
大
に
行
な
わ
れ

た
。
こ

れ
は
旧
来

の
因

襲
を
破
る
と
云

う
こ

と
は
、
な

ん
と
し
て
も
当
時
者
の
決
断
に
外
な

ら
ず
更

に
そ

れ
を
推
進
す

る
青
年
の

仲
間

れ
ち
の
、
熱
烈
な
支
援

が
な
く

て

は
な
ら
な

い
こ
と
で
あ

る
。
そ
の

点

よ
く
話
合

が
っ
き
、
今
回

の
催

し

に
な
っ
た
こ
と
は
喜

ば
し
い
こ
と
で

あ

る
し
。
更
に
一
歩
前

進
し
て
誰
で

も
こ

の
方
式
に
賛
成
出
来

る
よ
う

に

な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

第
一
回
目
は
六
百

両
で
し
た
が
今
回

は
八
百
円
で
同
意
を
得
た
わ
け
で
す
Ｉ 一

そ

の

内

訳

は

・
料
　
　
　

理
　
　
　

四

〇

〇

円

ｆ
　
　
　
（

オ
リ

ニ

○

○

円

を
合

む
）

新

郎

新

婦

記

念

品
　

一

〇

〇

円

。‐
　
　
　
（

新
　

婚
　

旅
　

行
　

費

）

参
列

者
記

念

品
　
　

一

〇

〇

円

お
　
　
　

酒
　
　
　

一

〇

〇

円

雑
　
　
　

費
　
　
　

一

〇

〇

円

（

会

場

使

用
料
　

そ

の

他
）

計
　
　
　
　

八
〇

〇

円

こ
れ

か
ら

は

更

に
検
討

し

て

一
人

で

も

多

く

、

こ

の

方
式

で

結
婚

式

を

。

挙

げ

る

よ
う

ぉ

互

い

批
判

、

解
明

Ｌ

て

ゆ

か

な
く

て

は

な
ら

な
い

。

結
婚

式
は

決

し

て

、

み

栄

で

も

な

く

実

質

的

な

も

の

が

折
こ

ま

れ

て

い

る

こ
と

が
重

大

な

要

素

と

考

え
て

い

る
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